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能
登
半
島
地
震
を
受
け
た
対
応
状
況
に
つ
い
て

石
川
県
農
林
水
産
部
森
林
管
理
課

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
発
災
直
後
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
、
国
・
都
道
府
県
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

復
旧
・
復
興
に
は
長
期
戦
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
状

況
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

１

被
害
状
況

令
和
６
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

で
は
、
山
腹
崩
壊
や
林
道
の
路
肩
決
壊
な
ど
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
、
木
材
加
工
施
設
や
特
用

林
産
施
設
も
被
災
を
受
け
ま
し
た
。特
に
輪
島
市

・
珠
洲
市
に
ま
た
が
る
地
区
で
は
、山
ご
と
崩
落

し
河
道
閉
塞
を
す
る
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
２

月
末
時
点
で
、

森
林
関
係
で
は

約
９
０
０
件
の

被
害
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

２

山
地
の
被
害
把
握
と
対
策

●
初
動
時
・
全
体
像
把
握
フ
ェ
ー
ズ

（
〜
１
月
中
旬
）

今
回
の
震
災
で
は
、
現
場
把
握
の
肝
と
な
る

ア
ク
セ
ス
道
の
被
災
が
甚
大
な
上
、
当
県
が
南

北
に
長
く
か
つ
半
島
特
有
の
事
情
と
し
て
南（
金

沢
）
方
面
か
ら
北
（
能
登
）
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
限
定
的
と
い
う
事
情
も
重
な
り
、
発
災
当

初
、
現
地
調
査
時
間
が
ほ
と
ん
ど
確
保
で
き
ず
、

被
害
の
全
容

把
握
に
苦
戦

し
ま
し
た
。

そ
う
し
た

中
、
林
野
庁

の
御
配
慮
に

よ
り
、
被
災
位
置
の
特
定
が
即
時
に
可
能
な
機

器
を
活
用
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
調
査
の
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
規
模
・

面
的
な
、
あ
る
い
は
緊
急
度
の
高
い
公
共
施
設

周
辺
の
山
腹
崩
壊
地
の
早
期
特
定
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
応
急
対
策
の
実
施
、
災
害
査
定
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

応
急
対
策
の
実
施
に
関
し
て
は
、
全
国
の
森

林
土
木
関
係
団
体
の
皆
様
方
か
ら
資
材
の
提
供

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

●
命
を
つ
な
ぐ
フ
ェ
ー
ズ（
１
月
中
旬
〜
下
旬
）

次
の
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、
避
難
所
に
避
難
さ

れ
て
い
る
方
の
安
全
確
保
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
能
登
地
域
が
地
す
べ
り
地
帯

に
覆
わ
れ
、
降
雪
期
の
震
災
と
な
っ
た
こ
と
も

踏
ま
え
、
避
難
所
に
近
接
し
た
全
て
の
裏
山
の

総
点
検
（
７４
箇
所
、
の
べ
２５
班
）
を
集
中
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

点
検
実
施
中
に
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
「
裏
山
か
ら
何
か
音
が
す
る
」
と
い
う
心
配

す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
、
こ
う
し
た
不
安
に
お
応

え
す
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
山
地
の
状
況
を
面
的
に
把
握

し
、
関
係
す
る
方
々
に
調
査
結
果
と
応
急
対
策

の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
留
意
し
な
が
ら

進
め
ま
し
た
。

●
個
別
地
区
の
詳
細
把
握
フ
ェ
ー
ズ

（
１
月
下
旬
〜
２
月
下
旬
）

１
月
下
旬
に
な
る
と
ア
ク
セ
ス
の
改
善
が
進

み
、
個
別
の
山
腹
崩
壊
箇
所
の
把
握
、
優
先
度

付
け
を
進
め
ま
し
た
。
優
先
度
の
高
い
箇
所
に

つ
い
て
は
、
順
次
、
災
害
復
旧
事
業
の
申
請
・

災
害
査
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
に
お
い
て
発
生
し

た
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
地
に
つ
い
て
は
、３
月
１

日
、
国
の
直
轄
に
よ
り
災
害
復
旧
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

発
災
か
ら
こ
れ
ま
で
の
２
か
月
の
間
、
国
・

都
道
府
県
の
行
政
関
係
の
方
の
み
な
ら
ず
、
測

量
設
計
関
係
、
森
林
土
木
事
業
関
係
の
多
く
の

技
術
者
の
方
々
が
、
全
国
各
地
か
ら
現
地
入
り

を
し
て
く
だ
さ
り
、
山
腹
崩
壊
地
の
復
旧
の
道

筋
づ
く
り
に
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

３
奥
能
登
し
い
た
け
の
出
荷
再
開
の
動
き

能
登
地
域
は
、
原
木
し
い
た
け
の
秀
逸
品「
の

と
て
ま
り
」
の
生
産
を
は
じ
め
、
菌
床
し
い
た

け
の
生
産
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
震
災
に
よ
り
、
原
木
や
栽
培
施
設
の

倒
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
発
災
か
ら
１０
日
が
過
ぎ
た
頃
に

は
、
倒
壊
し
た
原
木
か
ら
し
い
た
け
を
収
穫
し
、

出
荷
を
再
開
す
る
動
き
も
出
始
め
ま
し
た
。
先

月
開
催
さ
れ
た
、
来
年
度
の
事
業
計
画
を
協
議

す
る
場
に
お
い
て
生
産
者
の
方
々
か
ら
、
「
１

年
間
空
け
る
と
再
建
は
厳
し
い
。
例
え
減
産
と

な
っ
て
も
必
ず
生
産
は
続
け
る
べ
き
だ
。」と
の

意
見
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

こ
う
し
た

生
産
者
の
思

い
に
県
と
し

て
し
っ
か
り

応
え
て
い
く
た
め
、
施
設
復
旧
に
必
要
な
経
費

に
係
る
財
政
面
で
の
支
援
、
販
売
促
進
支
援
、

生
産
技
術
支
援
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
。

４
被
災
さ
れ
た
林
業
・
木
材
産
業
・
特
用
林
産

関
係
の
方
へ
の
説
明
会
開
催

２
月
中
旬
、
被
災
さ
れ
た
事
業
者
の
方
々
に

対
し
て
、
被
災
し
た
施
設
の
復
旧
・
再
取
得
に

関
す
る
支
援
制
度
の
説
明
会
の
実
施
を
開
始
し

ま
し
た
。
様
々
な
御
事
情
に
よ
り
、
お
住
い
や

事
業
所
を
離
れ
る
こ
と
が
難
し
い
方
々
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
方
々
に
は
、
県
が
お
伺
い
し
て
御

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
近
く
の

農
林
総
合
事
務
所
へ
お
問
合
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
最
後
に

発
災
か
ら
２
か
月
が
経
過
し
、
復
旧
事
業
の

フ
ェ
ー
ズ
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
今
ま
で
通
り
の
生
活
が
出
来
ず

不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
が
、
多
く
お
ら

れ
ま
す
。

そ
う
し
た
境
遇
の
中
で

も
、
林
業
等
の
再
建
に
向

け
て
尽
力
さ
れ
て
い
る

方
々
の
と
こ
ろ
に
お
伺
い

し
、
現
場
の
実
態
を
し
っ

か
り
お
聞
き
し
、
施
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
な
っ
て
、
能
登
地
域

の
復
興
に
貢
献
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。
引
き
続
き
の
御
支

援
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
石
川
県
森
林
管
理
課
）

相談窓口 電話番号 対象市町
奥能登農林総合
事務所 森林部 ０７６８‐２６‐２３２９ 輪島市、珠洲市、穴水町、

能登町
中能登農林総合
事務所 森林部 ０７６７‐５２‐６６００ 七尾市、羽咋市、志賀町、

宝達志水町、中能登町
県 央 農 林 総 合
事務所 森林部 ０７６‐２３９‐１７５３ 金沢市、かほく市、内灘町、

津幡町
石 川 農 林 総 合
事務所 森林部 ０７６‐２７２‐１１７１ 白山市、野々市市

南加賀農林総合
事務所 森林部 ０７６１‐２３‐１７１７ 小松市、加賀市、能美市、

川北町

輪島市町野地区

珠洲市正院町川尻地区

№８２５ （2）令和６年３月１０日



石
川
森
林
管
理
署
の
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み

石
川
森
林
管
理
署

国
有
林
野
事
業
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら

一
般
会
計
に
移
行
し
、
国
民
共
通
の
財
産

で
あ
る
国
有
林
野
を
名
実
と
も
に
「
国
民

の
森
」
と
し
て
管
理
経
営
を
進
め
る
こ
と

と
し
、
石
川
森
林
管
理
署
で
は
地
域
の

方
々
と
森
林
環
境
教
育
や
災
害
発
生
時
で

の
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

１

森
林
環
境
教
育
と
地
域
と
の
協
働

小
松
市
の
安
宅
林
国
有
林
（
安
宅
林
風

景
林
）
で
は
、
「
遊
々
の
森
」
の
協
定
（
※

１
）
に
基
づ
き
、
地
元
の
安
宅
小
学
校
と

地
域
住
民
の
方
々
な
ら
び
に
当
署
の
職
員

で
、
林
内
に
蓄
積
し
た
松
葉
を
取
り
除
き
、

松
の
生
育
に
適

し
た
土
壌
を
維

持
す
る
た
め
の

松
葉
か
き
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、

１０
月
１３
日
に
安

宅
小
学
校
の
生

徒
・
教
諭
な
ら

び
に
地
域
住
民

の
方
々
が
参
加

し
、
当
署
職
員

か
ら
海
岸
防
災

林
の
役
割
を
説

明
し
松
葉
か
き

作
業
の
実
演
を

行
っ
た
後
、
約
５０
分
間
の
松
葉
か
き
作
業

を
行
い
、
約
９
３
０
kg
の
松
葉
を
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
賀
市
の
浜
山
国
有
林
（
加
賀
海
岸
自

然
休
養
林
）で
は
、橋
立
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
の
主
催
で
、
地
元
の
小
学
生

に
地
域
の
歴
史
や
自
然
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎
年
、加
賀
海
岸

自
然
休
養
林
観
察
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
１０
月
１７
日
に
橋
立
小
学
校

の
生
徒
へ
ク
リ
や
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
現
地
に

自
生
す
る
樹
木
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
を
交
え

て
の
観
察
や
、
輪
尺
・
メ
ジ
ャ
ー
を
使
っ

て
木
の
太
さ
を
測
る
体
験
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
海
岸
防
災
林
の
効
果
と
役
割
を

説
明
し
ま
し
た
。

２

地
震
・
豪
雨
な
ど
の
災
害
発
生
時
の

緊
急
支
援

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
能
登
地
方
を

中
心
に
山
腹
崩
壊
や
地
す
べ
り
性
の
崩
壊

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
石
川

県
に
M
A
F
F‐

S
A
T
（
※
２
）
を
派
遣

し
、１
月
２
日
に
は
森
林
被
害
状
況
を
確

認
す
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上

空
か
ら
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
能
登
半
島
地
震
山
地
災
害
緊

急
支
援
チ
ー
ム
」
を
編
成
し
、１
月
１２
日

か
ら
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
・
石
川
森
林

管
理
署
の
職
員
を
現
地
に
派
遣
し
、
避
難

所
や
集
落
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
周
辺
の
森
林

の
点
検
、
既
存
治
山
施
設
等
の
点
検
や
早

期
復
旧
の
た
め
の
技
術
的
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
５
月
５
日
に
発
生
し

た
奥
能
登
地
震
で
は
、
学
識
経
験
者
に
よ

る
緊
急
現
地
調
査
を
石
川
県
担
当
者
と
実

施
し
、
石
川
森
林
管
理
署
か
ら
は
地
元
へ

の
積
極
的
な
支
援
、
災
害
か
ら
の
早
期
復

旧
の
観
点
か
ら
M
A
F
F‐

S
A
T
を
派

遣
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
令
和
４
年
８
月
に
北
陸
地
方

を
中
心
に
降
り
続
い
た
大
雨
で
は
、
白
山

市
か
ら
石
川
県
を
通
じ
て
、
市
が
管
理
す

る
林
道
被
害
に
対
す
る
技
術
的
な
支
援
要

請
が
あ
り
、
石
川
森
林
管
理
署
の
職
員
を

現
地
調
査
等
に
派
遣
し
ま
し
た
。

近
年
、
短
時
間
強
雨
の
発
生
回
数
の
増

加
や
長
時
間
に
わ
た
る
局
地
的
な
大
雨
の

発
生
な
ど
、
全
国
各
地
で
山
地
災
害
が
激

甚
化
す
る
と
と
も
に
、
同
時
多
発
的
に
発

生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
山
地

の
崩
壊
、
林
道
等
の
決
壊
に
伴
う
集
落
の

孤
立
な
ど
広
域
に
わ
た
る
大
規
模
な
被
害

も
見
受
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
激
甚
化
・
多

様
化
す
る
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点

か
ら
も
災
害
に
強
い
森
林
の
整
備
等
は

益
々
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

石
川
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後
も
国
有

林
を
活
用
し
た
森
林
環
境
教
育
や
民
有
林

等
で
の
災
害
発
生
時
の
応
急
対
策
支
援
を

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

※
１
）
遊
々
の
森：

林
野
庁
の
「
国
民
参
加
の

森
づ
く
り
制
度
」
を
活
用
し
、
学
校
等

に
よ
る
森
林
環
境
教
育
の
推
進
を
目
的

と
し
た
森
林
教
室
、
自
然
観
察
、
体
験

林
業
等
の
活
動
の
場
と
し
て
国
有
林
を

利
用
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
安
宅
林
国

有
林
で
は
、
安
宅
小
学
校
と
「
安
宅
勧

進
帳
の
森
」
の
名
称
で
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

※
２
）
M
A
F
F‐

S
A
T
（
農
林
水
産

省
・
サ
ポ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
チ
ー

ム
）：

災
害
発
生
時
に
農
林
水
産
省
内

の
各
部
局
が
相
互
に
連
絡
・
連
携
を
図

り
、
被
災
状
況
の
迅
速
な
把
握
、
被
害

の
発
生
及
び
拡
大
防
止
、
被
災
地
の
早

期
復
旧
、
そ
の
他
災
害
応
急
対
策
支
援

を
行
う
た
め
、
市
町
村
等
に
派
遣
さ
れ

る
農
林
水
産
省
職
員
で
構
成
さ
れ
た
チ

ー
ム
で
す
。

（
石
川
森
林
管
理
署
）

浜山国有林 加賀海岸自然休養林観察会
（令和５年１０月１７日）

令和６年奥能登地震支援
（令和６年２月１日）

令和４年８月大雨林道災害支援
（令和４年１０月１２日）

令和６年奥能登地震支援
（令和６年１月１２日）

令和５年奥能登地震支援
（令和５年５月１８日）

安宅林国有林 松葉かき
（令和５年１０月１３日）

令和６年３月１０日（3） №８２５



い
し
か
わ
森
林
環
境
基
金
事
業
の
取
組
状
況

石
川
県
農
林
水
産
部
森
林
管
理
課

県
土
の
約
７
割
を
占
め
る
森
林
は
、
木

材
の
生
産
は
も
と
よ
り
、
水
源
の
か
ん
養
、

県
土
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
支
え
て
く
れ
る
県
民
共
有
の
財
産
で
す
。

こ
の
豊
か
な
森
林
を
健
全
な
姿
で
次
世

代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
平
成
１９
年
４
月
か

ら「
い
し
か
わ
森
林
環
境
税
」を
導
入（
表

１
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
１
〜
２
期（
平
成
１９
〜
平
成
２８
年
度
）

の
１０
年
間
で
は
、
約
２
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

手
入
れ
不
足
人
工
林
の
整
備
や
侵
入
竹
の

除
去
を
進
め
、
第
３
〜
４
期
（
平
成
２９
〜

令
和
８
年
度
）
の
１０
年
間
は
、
放
置
竹
林

の
除
去
や
緩
衝
帯
の
整
備
な
ど
の
森
林
整

備
と
と
も
に
、
森
林
の
適
切
な
手
入
れ
を

進
め
る
た
め
の
県
産
材
の
利
用
促
進
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、
森
林

の
役
割
や
木
材
利
用
等
に
対
す
る
理
解
増

進
と
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
普
及
啓
発
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
令
和
４
年
度
の
取
り
組
み

１

放
置
竹
林
の
除
去

近
年
の
豪
雨
の
増
加
を
踏
ま
え
て
、
放

置
竹
林
に
起
因
す
る
山
腹
崩
壊
な
ど
を
防

ぐ
た
め
、
放
置
竹
林
を
除
去
し
て
健
全
な

広
葉
樹
林
へ
の
転
換
を
促
す
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

第
４
期
（
令
和
４
〜
８
年
度
）
の
５
年

間
で
５
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
除
去
す
る
計
画

を
立
て
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
去
を
実
施
し
、
お
お
む

ね
計
画
通
り
の
整
備
と
な
り
ま
し
た
。

放
置
竹
林
除
去
後
の
植
生
の
回
復
状
況

調
査
で
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ホ
オ
ノ
キ
な

ど
周
辺
の
広
葉
樹
林
を
構
成
す
る
種
の
優

占
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ら
高
木

性
広
葉
樹
の
生
育
に
よ
り
広
葉
樹
林
化
が

進
む
こ
と
で
、
水
源
の
か
ん
養
や
土
砂
流

出
の
防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
回
復
・
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
（
図
１
）

２

緩
衝
帯
の
整
備

近
年
、
集
落
周
辺
の
里
山
林
が
、
生
活

様
式
の
変
化
等
に
よ
り
利
用
さ
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
で
過
密
化
し
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ

シ
等
の
隠
れ
場
所
に
な
る
な
ど
私
た
ち
の

安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
へ
の
大
き
な
脅

威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
２９
年
度
か
ら
野
生
獣

と
人
里
と
の
距
離
を
保
つ
（
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
を
設
け
る
）
こ
と
を
目
的
に
、
過

密
化
し
た
里
山
林
に
お
い
て
森
林
の
見
通

し
を
良
く
す
る
た
め
の
立
木
竹
の
伐
採
や

刈
払
い
等
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
４
期
（
令
和
４
〜
８
年
度
）
の
５
年

間
で
８０
地
区
の
緩
衝
帯
を
整
備
す
る
計
画

を
立
て
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
単
年
度

の
計
画
を
上
回
る
２２
地
区
で
整
備
を
実
施

し
ま
し
た
。
（
写
真
１
）

整
備
を
終
え
た
地
区
の
住
民
か
ら
は
、

「
林
内
に
光
が
入
り
見
通
し
が
良
く
な
っ

た
。」「
ク
マ
が
目
撃
さ
れ
な
く
な
り
安
心

感
が
あ
る
。」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

■表１ いしかわ森林環境税の概要
課税方法 県民税均等割の超過課税（均等割額に一定額を上乗せして課税）
対 象 者 【個人】県内にお住まいの方等※一定以上の所得のある方

【法人】県内に事務所、事業所を持っている法人等
税 額 【個人】年額；５００円

【法人】年額；１，０００円～４０，０００円（県民税均等割の税率の５％相当額）
資本金等の金額 現行均等割の税率 ５％相当額
５０億円超 年額８００，０００円 ４０，０００円
１０億円超～５０億円以下 年額５４０，０００円 ２７，０００円
１億円超～１０億円以下 年額１３０，０００円 ６，５００円
１千万円超～１億円以下 年額５０，０００円 ２，５００円
１千万円以下 年額２０，０００円 １，０００円

■図１ 放置竹林除去後の植生の回復状況（能登町猪平（いのひら））

整備後

整備前

■写真１ 緩衝帯の整備状況
（能登町上長尾（かみながお））

№８２５ （4）令和６年３月１０日



イ
ノ
シ
シ
の
痕
跡
（
足
跡
、
掘
り
返
し
、

食
害
痕
な
ど
）
調
査
で
は
、
整
備
前
と
比

較
し
て
整
備
後
は
す
べ
て
の
地
区
で
痕
跡

数
が
減
少
し
て
お
り
、
整
備
の
効
果
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
図
２
）。

３

県
産
材
の
利
用
促
進
対
策

利
用
期
を
迎
え
た
森
林
の
主
伐
・
再
造

林
や
利
用
間
伐
を
進
め
、
森
林
資
源
を
循

環
利
用
す
る
こ
と
は
、
林
業
・
木
材
産
業

の
活
性
化
や
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
の

向
上
に
つ
な
が
り
、
よ
り
多
く
の
森
林
が

適
切
に
管
理
さ
れ
る
好
循
環
に
つ
な
が
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
度
か
ら
県
産
材

の
需
要
拡
大
に
向
け
た
総
合
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
一
定
量
の
県
産
材
を

使
用
し
た
住
宅
や
民
間
施
設
へ
助
成
し
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、２
６
４
件
の

住
宅
と
１４
件
の
民
間
施
設
に
助
成
を
行
い
、

こ
れ
ら
に
使
用
さ
れ
た
県
産
材
の
量
は
計

３
、９
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
助
成
件

数
、
県
産
材
使
用
量
と
も
に
過
去
最
大
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
産
材
の
認
知
度
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
や
県
産
材
の
利
用
拡
大
に
お

け
る
功
績
の
あ
っ
た
者
を
表
彰
す
る
「
い

し
か
わ
の
木
づ
か
い
表
彰
」
の
ほ
か
、
県

産
材
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
よ
る
県
産
材
製
品
の

Ｐ
Ｒ
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
県
産

材
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
「
木
づ
か

い
運
動
」
の
推
進
等
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

４

普
及
啓
発

森
林
の
重
要
性
を
県
民
の
皆
様
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
森
づ
く
り
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
で
森

づ
く
り
を
支
え
て
い
く
意
識
を
醸
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
「
森
林
に
対
す
る
理

解
の
増
進
」
と
「
県
民
参
加
の
森
づ
く
り

の
推
進
」
に
関
す
る
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
広
報
の
ほ

か
、
こ
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
森
林
環

境
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
行
う

森
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
、
県
民
木
づ
か

い
推
進
・
森
づ
く
り
大
会
や
森
林
環
境
実

感
ツ
ア
ー
の
開
催
、
木
育
に
関
す
る
出
前

講
座
、
木
造
の
非
住
宅
建
築
物
を
設
計
で

き
る
建
築
士
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
令
和
４
年
度
ま
で
の
１６
年
間
で
、

約
１９
万
６
千
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
森
林
や
木
材
利
用

に
対
す
る
理
解
の
増
進
と
県
民
参
加
に
よ

る
森
づ
く
り
の
推
進
が
、
着
実
に
進
ん
で

い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

県
土
の
約
７
割
を
占
め
る
森
林
は
、
木

材
の
生
産
は
も
と
よ
り
、
水
源
の
か
ん
養
、

県
土
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
生
物

多
様
性
の
保
全
や
美
し
い
里
山
の
景
観
の

創
出
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て

く
れ
る
、
県
民
共
有
の
財
産
で
す
。

森
林
を
健
全
な
姿
で
次
世
代
へ
引
き
継

ぐ
た
め
、
引
き
続
き
「
い
し
か
わ
森
林
環

境
税
」
に
よ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
県
森
林
管
理
課

森
林
企
画
グ
ル
ー
プ
）

県民木づかい推進・
森づくり大会

■図２ 県内５地区におけるイノシシの痕跡調査
※加賀市直下の整備３年後（Ｒ２）は調査できなかった。

建築士等を対象とした講習会

県産材ロゴマークの入った製品
（上：折り紙、下：マスクケース）

県産材を使用した住宅
（令和５年度「いしかわの木づかい表彰」
県産材利用住宅部門 受賞）

こどもたちを対象とした
森林環境教育

（間伐作業の見学）

県ホームページ

令和６年３月１０日（5） №８２５



「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」

被
害
の
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

中
能
登
森
林
組
合

１

は
じ
め
に

令
和
６
年
１
月
１
日
に
、
能
登
地
方
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
揺
れ
を
観
測

し
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
が
発

生
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

皆
様
並
び
に
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
安
全
と
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

中
能
登
森
林
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
、

再
び
、
あ
の
美
し
い
「
能
登
の
里
山
・
里

海
」
の
情
景
を
取
り
戻
す
べ
く
、
全
力
で

復
旧
・
復
興
に
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

２

復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

当
組
合
管
内
に
お
い
て
も
、
建
物
の
倒

壊
や
津
波
に
よ
る
被
害
、
地
盤
の
隆
起
な

ど
多
数
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

特
に
、
震
度
７
を
記
録
し
た
志
賀
町
や

震
度
６
強
を
記
録
し
た
七
尾
市
の
北
部
な

ど
で
は
、
山
腹
崩
壊
や
倒
木
に
よ
り
、
い

た
る
と
こ
ろ
で
道
路
が
ふ
さ
が
れ
、
被
害

が
甚
大
な
奥
能
登
地
域
に
通
じ
る
交
通
イ

ン
フ
ラ
が
寸
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
災

害
支
援
車
両
の
通
行
に
著
し
く
支
障
を
き

た
す
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
組
合
で
は
、
一
刻

も
早
く
被
災
さ
れ
た
方
々
に
支
援
が
届
く

よ
う
、
震
災
発
生
の
翌
日
か
ら
、
組
合
職

員
と
と
も
に
協
力
関
係
に
あ
る
民
間
事
業

体
も
一
丸
と
な
っ
て
、
倒
木
処
理
な
ど
の

災
害
復
旧
作
業
に
全
力
で
あ
た
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、

災
害
復
旧
を
最
優
先
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

３

木
材
の
増
産
体
制
を
強
化

今
回
の
震
災
を
受
け
、
今
後
、
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
木
材
等
の
資
材
の
増
産
が

必
須
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
被
害
が
甚
大
な
奥
能
登
地
域
の

林
業
事
業
者
の
雇
用
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
も
、
隣
接
す
る
当
管
内
に
お
い
て
主

間
伐
等
の
施
業
地
を
積
極
的
に
確
保
し
、

そ
の
受
け
入
れ
態
勢
を
構
築
す
る
こ
と
も

急
務
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
当
組
合
で
は
、
急
遽
、
森
林

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
職
員
や
作
業
班
長
全

員
を
交
え
て
協
議
を
進
め
、
施
業
地
を
当

初
計
画
よ
り
拡
大
し
、
木
材
生
産
量
を
こ

れ
ま
で
の
２
倍
に
増
産
す
る
方
針
を
定
め

ま
し
た
。

現
在
、
県
中
能
登
農
林
総
合
事
務
所
森

林
部
の
協
力
の
も
と
、
施
業
地
の
集
約
化

を
早
急
に
進
め
る
た
め
、
地
区
説
明
会
を

順
次
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
木
材
生
産
の
体
制
強
化
を
図
る

た
め
、
奥
能
登
地
域
が
管
内
の
民
間
事
業

体
へ
も
声
が
け
し
、
さ
っ
そ
く
２
社
か
ら

協
力
を
頂
け
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

更
に
今
後
は
、
林
道
等
の
災
害
復
旧
状

況
の
進
捗
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

事
業
体
に
加
え
、
県
森
林
組
合
連
合
会
や

奥
能
登
地
域
の
能
登
森
林
組
合
等
と
連
携

し
、
作
業
の
協
力
体
制
を
強
化
し
な
が
ら

増
産
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

４

お
わ
り
に

広
範
囲
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
能

登
地
域
の
林
業
を
守
り
、
し
っ
か
り
と
次

代
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
当
管
内
は

復
旧
に
向
け
た
最
前
線
に
位
置
す
る
大
変

重
要
な
地
域
と
な
り
ま
す
。

中
能
登
森
林
組
合
で
は
、
能
登
地
域
の

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
、
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
全

力
で
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

が
ん
ば
ろ
う
能
登
！

が
ん
ば
ろ
う
林
業
！

（
中
能
登
森
林
組
合
）

県中能登農林総合
事務所と森林組合
プランナー・作業
班長との増産に向
けた協議

集約化に向け
た地区説明会
（中能登町
久江地区）

林業機械による
倒木除去

倒木の除去を行う
組合関係者
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大
宗
か
ら
県
産
材
の
チ
ッ
プ
・
オ
ガ
粉
を
供
給

有
限
会
社
大
宗

１

沿
革

弊
社
は
、
し
い
た
け
専
業
農
家
と
し
て

原
木
し
い
た
け
の
栽
培
を
営
ん
で
き
た
現

会
長
の
渡
辺
宗
三
郎
が
、
昭
和
４１
年
４
月

に
個
人
事
業
と
し
て
創
業
し
、
平
成
６
年

８
月
に
法
人
化
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
し
い
た
け
栽
培
が
原
木
か
ら

菌
床
栽
培
へ
と
転
換
し
て
い
く
の
を
機
に
、

オ
ガ
粉
の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
平
成
２９
年
４
月
に
渡
辺
宗
敬

が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、
き
の
こ
栽
培

用
だ
け
で
な
く
、畜
産
敷
料
用
・
工
業
用
・

堆
肥
用
な
ど
の
事
業
用
オ
ガ
粉
に
も
事
業

を
拡
大
し
て
お
り
、
薪
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
、

さ
ら
に
タ
ケ
ノ
コ
や
干
し
し
い
た
け
な
ど

の
農
産
物
も
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
は
、
垂
直
に
立

て
た
木
の
幹
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
燃
や

す
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー
チ
な
ど
も
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

当
社
工
場
は
、
加
賀
市
大
聖
寺
地
方
町

に
オ
ガ
粉
製
造
工
場
、
ペ
レ
ッ
ト
工
場
、

原
木
貯
蔵
ヤ
ー
ド
等
の
施
設
を
備
え
て
お

り
、
自
社
車
両
に
よ
る
配
送
も
行
っ
て
い

ま
す
。

２

菌
床
き
の
こ
チ
ッ
プ
・
オ
ガ
粉
の

製
造
・
販
売

弊
社
で
は
、
し
い
た
け
や
ま
い
た
け
等

の
菌
床
き
の
こ
用
チ
ッ
プ
（
き
の
こ
チ
ッ

プ
）
と
オ
ガ
粉
を
供
給
し
て
お
り
、
奥
能

登
か
ら
南
加
賀
ま
で
県
内
の
し
い
た
け
生

産
者
へ
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
を
供
給
し
て
い
る

石
川
県
菌
床
椎
茸
生
産
協
同
組
合
の
ほ
か
、

県
外
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

き
の
こ
チ
ッ
プ
や
オ
ガ
粉
は
、
鮮
度
と

品
質
に
こ
だ
わ
り
、
作
り
置
き
を
せ
ず
、

そ
の
都
度
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
じ
て
受

注
生
産
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
安

全
・
安
心
な
県
産
材
を
は
じ
め
と
し
た
国

産
１
０
０
％
の
原
木
を
使
用
し
て
お
り
、

栽
培
す
る
き
の
こ
の
種
類
に
よ
っ
て
適
応

す
る
樹
種
が
違
い
ま
す
の
で
、
豊
富
な
原

木
の
中
か
ら
ご
要
望
に
応
じ
て
製
造
し
て

い
ま
す
。
チ
ッ
プ
の
大
き
さ
も
１
ミ
リ
か

ら
１０
ミ
リ
角
の
サ
イ
ズ
ま
で
お
選
び
い
た

だ
け
ま
す
。

ま
た
、
き
の
こ
チ
ッ
プ
や
オ
ガ
粉
の
取

引
の
あ
る

皆
様
へ
の

サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、

廃
菌
床
の

回
収
も
行

っ
て
お
り
、

好
評
を
い

た
だ
い
て

い
ま
す
。

３

畜
産
用
オ
ガ
・
堆
肥
用
オ
ガ
の
製
造

・
販
売

畜
産
農
家
の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
に
お

応
え
し
て
、
畜
産
用
の
オ
ガ
粉
も
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
オ
ガ
粉
の
木
質
系
敷
料
は

保
温
性
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
高
い
ほ
か
、

吸
湿
性
や
脱
臭
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
敷
料
に
使
わ
れ
た
オ
ガ
は
、
最
終

的
に
は
良
質
の
堆
肥
に
も
な
り
ま
す
。

弊
社
で
も
、
堆
肥
発
酵
場
を
備
え
て
お

り
、
き
の
こ
の
廃
菌
床
材
等
を
発
酵
さ
せ

た
堆
肥
用
オ
ガ
や
昆
虫
用
オ
ガ
の
製
造
も

行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
堆
肥
は
畑
の
作
物
や
花
の
生
育

が
良
い
こ
と
か
ら
良
質
の
堆
肥
と
し
て
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

４

ペ
レ
ッ
ト
等
の
製
造
販
売

木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
は
、
間
伐
材
や
製

材
屑
を
乾
燥
・
圧
縮
し
て
固
め
た
１
０
０

％
木
材
生
ま
れ
の
燃
料
で
す
。
木
質
ペ
レ

ッ
ト
も
燃
焼
時
に
は
、
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
ま
す
が
、
樹
木
は
生
長
す
る
と
き
に

光
合
成
で
二
酸

化
炭
素
を
吸
収

し
ま
す
の
で
、

燃
や
し
て
も
大

気
中
の
二
酸
化

炭
素
は
増
え
ま

せ
ん
（
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
）。

弊
社
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を
考
え
、

自
社
生
産
し
た
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
や
薪
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

５

さ
い
ご
に

当
社
の
強
み
と
し
て
、
北
陸
３
県
、
岐

阜
県
、
新
潟
県
、
三
重
県
な
ど
か
ら
、
樹

種
を
問
わ
ず
、
原
木
を
入
荷
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
じ
て
、

豊
富
な
種
類
の
原
木
よ
り
厳
選
、
適
材
適

所
に
仕
分
け
す
る
体
制
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
各
商
品
の
品
質
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
、
「
良
質
な
製
品
を
供
給
す

る
こ
と
が
、

お
客
様
の
益

に
直
結
す

る
。」
と
い

う
考
え
の
も

と
、
精
一
杯

の
尽
力
を
さ

せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
高
齢
化
し
た
広
葉
樹
林

は
、
原
料
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
伐
採
・
萌
芽
更
新
を
促
進
し
、
若

返
り
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
弊
社
と

し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
放
置
さ
れ
荒
廃

し
つ
つ
あ
る
里
山
の
森
林
資
源
を
活
か
し
、

次
の
世
代
へ
里
山
の
資
源
を
循
環
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
有
限
会
社
大
宗
）

多様な樹種を入荷して選別

チップ工場の様子
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輪
島
漆
再
生
の
取
り
組
み

輪
島
漆
「
集
い
の
森
」

塩
多
朋
子

１

漆
芸
に
魅
せ
ら
れ
る

私
は
神
奈
川
県
藤
沢
市
で
育
ち
ま
し
た
。

高
校
へ
通
う
道
の
途
中
、
一
面
の
田
を
見

な
が
ら
米
の
作
り
方
を
知
ら
な
い
事
に
疑

問
を
感
じ
、
２０
代
か
ら
日
本
の
農
林
業
や

伝
統
工
芸
の
衰
退
に
心
を
痛
め
、
少
し
ず

つ
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
、
法
律
事
務
所
勤
務
の
折
、

漆
と
木
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
漆
器
職
人
か
ら
「
家
族
の
為
の

お
椀
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
誘
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
こ
の
道
に
足
を

踏
み
入
れ
た
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
後
、
広
範
な
漆
芸
の
習
得
の
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
全
国
の
様
々
な
農
作

業
を
習
う
旅
に
出
て
、
茨
城
県
大
子
町
に

ウ
ル
シ
の
分
根
苗
育
成
を
、
岩
手
県
浄
法

寺
町
に
漆
搔
き
を
習
い
に
行
き
ま
し
た
。

１
９
９
５
年
に
石
川
県
立
輪
島
漆
芸
技

術
研
修
所
に
入
所
。
山
や
田
畑
の
手
入
れ

も
町
野
町

寺
山
に
習

い
に
通
い

ま
し
た
。

９７
年
に
沈

金
作
家
の

政
喜
と
結

婚
、
婚
家

き
ゅ
う
し
つ

の
理
解
に
支
え
ら
れ
、
漆
を
塗
る
髹
漆

や
木
工
を
中
心
に
学
び
ま
し
た
。
９９
年
に

長
女
出
産
直
後
、
人
間
国
宝
の
義
父
慶
四

郎
の
介
護
も
始
ま
り
ま
し
た
。
卒
業
後
も

夫
の
作
家
活
動
を
支
え
ま
し
た
が
、
御
用

聞
き
に
移
行
し
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
応

え
る
工
房
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

２

「
集
い
の
森
」
の
取
り
組
み

２
０
１
１
年
か
ら
、
漆
芸
作
家
の
若
宮

隆
志
氏
ら
が
中
心
と
な
り
、
輪
島
漆
再
生

の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
も
そ
の
輪

に
加
わ
り
、
ウ
ル
シ
の
実
生
苗
の
世
話
に

携
わ
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度
の
文
化
庁
補
助
に
よ
る

輪
島
漆
再
生
事
業
で
は
、
市
内
１０
箇
所
か

ら
採
取
さ
れ
た
ウ
ル
シ
の
実
を
覆
う
ロ
ウ

分
を
お
湯
と
木
灰
で
取
り
除
き
、１
５
０

個
の
ウ
ル
シ
プ
ラ
ン
タ
ー
を
配
布
。

私
は
寺
山
の
プ
ラ
ン
タ
ー
２
個
を
種
蒔

き
培
土
の
み
と
元
肥
を
混
ぜ
た
状
態
に
し

て
、
成
長
具
合
を
観
察
し
ま
し
た
。５
月

上
旬
に
発
芽
し
た
苗
は
可
愛
く
、
す
べ
て

ポ
ッ
ト
に
移
植
し
、
約
１
ヶ
月
後
に
畑
に

移
植
し
ま
し
た
。
発
酵
鶏
糞
等
を
施
肥
し

た
苗
は
順
調
に
育
ち
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
は

３
株
ず
つ
が
３０
cm
前
後
に
な
り
、
山
行
き

が
可
能
に
。
肥
料
分
の
少
な
か
っ
た
苗
は
、

葉
の
色
が
薄
く
成
長
も
良
く
な
か
っ
た
の

で
追
肥
し
た
と
こ
ろ
、
追
い
つ
き
ま
し
た
。

ウ
ル
シ
の
根
は
横
に
広
が
る
性
質
が
あ

り
、
水
は
け
や
水
も
ち
が
良
く
肥
え
た
土

で
日
当
た
り
の
良
い
場
所
が
適
地
で
す
。

水
田
跡
地
は
、
根
が
酸
欠
と
な
る
と
途
中

か
ら
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

翌
年
、
輪
島
市
内
で
お
借
り
し
た
畑
を

深
く
広
く
耕
し
、
有
機
質
の
元
肥
を
た
っ

ぷ
り
と
施
し
移
植
し
た
５
本
の
ウ
ル
シ
苗

は
、１
年
に
約
１
ｍ
の
ペ
ー
ス
で
ぐ
ん
ぐ

ん
育
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
茨
城
県
奥
久
慈

漆
生
産
組
合
長
（
現
顧
問
）
の
神
長
正
則

氏
が
、
輪
島
漆
の
委
託
生
産
を
引
き
受
け

て
下
さ
り
、
現
地
に
苗
４０
本
と
肥
料
や
鍬

等
を
持
参
し
、
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

昔
、
ウ
ル
シ
の
成
木
は
、
浄
法
寺
で
は

１
本
８
０
０
円
で
漆
搔
き
に
買
い
取
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
今
は
も
う
少
し
高
く
な
り

ま
し
た
が
、
適
正
な
価
格
を
知
り
た
く
、

作
業
日
誌
を
つ
け
て
い
た
だ
き
時
給
１
、

２
５
０
円
の
労
働
対
価
や
経
費
を
毎
年
精

算
。９
年
間
で
約
２２
万
円
の
支
出
と
な
り
、

１
本
当
た
り
１
万
円
で
あ
れ
ば
生
業
と
し

て
成
り
立
つ
と
結
論
が
出
ま
し
た
。

日
本
産
漆
１
貫
目
は
約
１８
万
円
で
、
高

く
て
手
が
出
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
は

安
す
ぎ
と
分
か
り
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

神
長
氏
の
情
熱
的
な
お
仕
事
か
ら
、
私
は

多
く
の
事
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
秋
に
、
ア
テ
や
ス
ギ
を
皆

伐
後
、
放
置
さ
れ
約
３
年
の
山
を
借
り
ま

し
た
。
県
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

事
業
等
の
支
援
を
受
け
、
輪
島
漆
「
集
い

の
森
」
を
夫
が
立
ち
上
げ
、
会
員
と
と
も

に
開
墾
、
土
壌
改
良
の
後
に
植
樹
し
ま
し

た
。
今
で
は
、
輪
島
ウ
ル
シ
約
４
百
本
の

他
に
、
ア
テ
や
ケ
ヤ
キ
、
銘
木
と
し
て
次

代
に
使
え
る
多
様
な
広
葉
樹
、
ス
ダ
ジ
イ

等
の
実
の
成
る
木
や
果
樹
数
種
、
珍
し
い

サ
ク
ラ
等
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

２３
年
に
は
、
最
初
に
植
栽
し
た
ウ
ル
シ

の
養
生
掻
き
を
初
め
て
行
い
、
大
変
品
質

の
良
い
漆
が
取
れ
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。右：「集いの森」の植樹に参加したメンバー（前列右から２番目が筆者）

上：植栽地を開墾する筆者
左：沢山の実をつけるまでに成長したウルシ

塩多慶四郎作、乾漆鉢「早曉」
日本伝統漆芸展出品作品
（１９９４年）

№８２５ （8）令和６年３月１０日



す

ま
た
、金
継
ぎ
・
摺
り
漆
教
室
を
こ
れ
ま

で
に
６
回
開
催
し
、参
加
者
の
認
識
が
、ウ

ル
シ
は「
か
ぶ
れ
る
恐
ろ
し
い
木
」か
ら

「
役
に
立
つ
親
し
み
の
あ
る
木
」と
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
県
森
林
管
理
課

か
ら
本
県
の
林
業
に
つ
い
て
聞
き
取
り
し
、

和
紙
や
養
蚕
の
生
産
者
も
訪
れ
、
原
材
料

の
育
成
や
栽
培
加
工
技
術
も
習
っ
て
い
ま
す
。

３

今
後
の
抱
負

日
本
の
伝
統
工
芸
に
使
用
す
る
国
産
の

原
材
料
を
は
じ
め
、
制
作
に
必
要
な
用
具

の
入
手
も
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
農
林
業
の
衰
退
な
ど
が

影
響
し
て
い
ま
す
が
、
義
父
か
ら
は
丈
夫

な
国
産
漆
の
美
し
さ
、
形
や
塗
り
に
つ
い

は
い
そ
と
た
つ

て
、
木
工
芸
作
家
で
人
間
国
宝
の
灰
外
達

お夫
先
生
に
は
、
指
物
の
美
し
さ
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
集
い
の
森
」
の
活
動
を
通
じ
て
、
日

本
の
美
し
い
自
然
や
文
化
を
大
切
に
習
い
、

次
世
代
に
必
ず
伝
え
て
い
き
た
い
。
ウ
ル

シ
を
は
じ
め
ケ
ヤ
キ
、
和
紙
の
材
料
と
な

る
コ
ウ
ゾ
や
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
、
研
磨
炭
の

材
料
と
な
る
ニ
ホ
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
、
養
蚕

に
必
要
な
ク
ワ
、
植
物
繊
維
と
な
る
カ
ラ

ム
シ
や
ワ
タ
等
の
育
成
に
、
ぜ
ひ
と
も
皆

様
に
お
力
添
え
を
お
願
い
で
き
た
ら
幸
い

で
す
。

今
後
も
、
行
政
と
協
力
し
な
が
ら
金
継

ぎ
・
摺
り
漆
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
漆

の
地
産
地
消
や
地
域
振
興
に
向
け
た
理
解

者
を
募
っ
て
い
き
た
い
の
で
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
輪
島
漆
「
集
い
の
森
」
塩
多
朋
子
）

コ
ラ
ム

山
ノ
上
档
五
郎
の
ひ
と
り
言
⑧

「
電
力
供
給
へ
の
安
心
感
」

戦
後
の
昭
和
２１
年
ま
で
、
輪
島
市
の
山

間
地
の
我
が
集
落
に
電
気
な
る
も
の
が
な

く
、
夜
は
ラ
ン
プ
が
唯
一
の
明
か
り
だ
っ

た
。そ
の
ラ
ン
プ
も
な
い
家
も
沢
山
あ
っ
た
。

そ
こ
で
家
の
父
ら
が
中
心
に
な
り
、
地

元
の
電
力
会
社
へ
足
し
げ
く
交
渉
に
通
い
、

会
社
側
か
ら
、
そ
れ
で
は
地
元
か
ら
全
必

要
本
数
の
電
柱
材
を
無
償
提
供
す
る
よ
う

に
と
告
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
ど
う
し
て
も

電
気
が
欲
し
く
て
、
集
落
と
し
て
要
求
を

飲
む
こ
と
に
し
た
。

集
落
内
の
数
人
が
そ
の
電
柱
材
を
供
出

し
、
そ
れ
の
な
い
人
ら
は
木
材
の
伐
採
・

搬
出
役
を
担
っ
た
様
で
あ
る
。

遂
に
、
集
落
内
の
ど
こ
の
家
に
も
電
燈

が
付
い
た
事
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。

そ
の
頃
は
１
戸
に
２
〜
３
個
電
燈
が
あ
れ

ば
良
い
方
で
、
大
概
の
家
は
１
個
の
み
だ

っ
た
。

一
気
に
家
の
中
じ
ゅ
う
が
明
る
く
な
り
、

気
分
迄
急
変
し
た
感
じ
だ
っ
た
。
も
う
集

落
中
が
大
は
し
ゃ
ぎ
で
、
点
燈
式
典
ま
で

行
っ
た
も
の
だ
。

わ
が
家
の
祖
母
は
、
電
気
を
ス
イ
ッ
チ

で
消
燈
す
る
事
を
知
ら
ず
、
大
き
な
「
箕

（
み
）」
を
持
参
し
て
煽
い
で
い
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
て
懐
か
し
い
。

そ
れ
が
、
昭
和
４０
年
代
の
経
済
の
高
度

成
長
期
以
降
、
貧
富
の
差
も
な
く
い
ず
こ

の
家
も
オ
ー
ル
電
化
で
あ
る
。
国
民
の
電

力
需
要
に
応
え
る
為
、
電
力
会
社
は
水
力

発
電
で
は
賄
い
き
れ
ず
、
火
力
発
電
や
原

子
力
発
電
へ
頼
る
事
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、

電
気
事
業
法
で
需
要
に
応
え
る
義
務
が
あ

る
と
の
法
的
縛
り
、
現
在
、
風
力
発
電
や

太
陽
光
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
発
電
か
ら
、
次

世
代
へ
の
技
術
対
応
も
研
究
中
と
い
う
。

人
間
の
際
限
な
き
欲
求
充
足
の
為
、「
天

ツ
バ
式
」
行
為
を
重
ね
続
け
た
結
果
が
、

ど
う
落
着
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
原
発
の
廃

炉
問
題
の
み
な
ら
ず
、
あ
の
風
力
発
電
施

設
の
後
仕
末
も
然
り
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

も
然
り
で
あ
る
。

処
理
対
策
は
何
ら
解
決
し
て
い
な
い
と

い
う
。
何
と
も
心
細
い
次
第
で
あ
る
。
近

代
的
に
見
え
る
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
開
設

の
為
、
針
・
広
葉
樹
林
を
伐
採
し
林
地
開

発
し
た
関
係
上
、
海
の
ナ
マ
コ
や
カ
キ
貝

の
成
育
に
影
響
が
出
て
い
る
様
で
あ
る
。

単
な
る
開
発
行
為
イ
コ
ー
ル
文
化
の
向

上
に
非
ず
。
企
業
側
も
行
政
側
も
政
界
人

達
も
、
事
の
成
就
に
焦
ら
ず
に
、
し
っ
か

り
と
し
た
対
応
策
の
裏
打
ち
を
毅
然
と
見

極
め
て
事
に
当
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ

が
国
民
全
体
の
願
い
で
も
あ
る
。

そ
う
し
た
問
題
解
消
の
名
案
は
、
有
り

得
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
し
当
た
り
当
分
は
、

全
世
界
の
国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
我
中
心

的
欲
望
の
充
促
型
の
発
想
か
ら
、
自
ら
の

日
々
の
生
活
を
謙
虚
に
振
り
返
り
見
て
、

そ
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
是
正
と
調
整
の
為

の
「
電
力
の
使
用
方
法
と
倹
約
の
在
り

方
」
に
、
月
別
の
使
用
目
標
計
画
書
を
作

成
し
て
取
り
組
ん
で
み
る
の
も
、
一
手
法

で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
日
の
生
活
は
、
電
気
無
し
で
は
成
り

立
た
な
い
。
し
か
し
、
細
や
か
で
あ
っ
て

も
良
い
。
一
人
ひ
と
り
の
個
々
人
の
電
力

使
用
量
の
具
体
的
な
削
減
計
画
の
立
案
と

実
行
以
外
に
良
策
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
実
践
計
画
を
「
苦
」
と
と
ら
え
ず
、

「
楽
し
さ
」
と
思
え
ば
、
案
外
実
行
し
や

す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
山
ノ
上
档
五
郎
）

山
林
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
の
度
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹

ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

石
川
県
山
林
協
会
で
毎
月
発
行
し
て
い

ま
す
情
報
誌
「
石
川
の
林
業
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
能
登
半
島
地
震
の
影
響
に
よ
り

２
月
号
の
編
集
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、３
月
号
と
合
併
し
特
別
紙
面
に
て
発

行
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
奥
能
登
地
域
（
輪
島
市
、
珠
洲

市
、
鳳
珠
郡
穴
水
町
、
能
登
町
）
に
お
け

る
郵
便
物
の
集
配
業
務
の
休
止
に
よ
り
、

令
和
６
年
１
月
号
か
ら「
林
業
新
知
識（
発

行：

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
）」
と
併

せ
て
郵
送
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
こ
と
を
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
石

川
の
林
業
」
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

（
石
川
県
山
林
協
会
）
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昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日

第
三
種
郵
便
物
承
認

令
和
六
年
三
月
十
日
発
行（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）第
八
二
五
号

県
森
林
組
合
連
合
会
金
沢
共
販
所
で

予
定
し
て
い
た
２
月
１４
日
の
市
は
、
能

登
半
島
地
震
に
よ
る
影
響
で
出
材
量
が

少
な
く
中
止
と
な
っ
た
。
次
回
の
市
は

３
月
１３
日
（
水
）
の
予
定
。

ま
た
、
能
登
木
材
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、１
カ
月
遅
れ
の
初
市
が
２
月
１５
日

に
開
催
さ
れ
た
が
、
出
材
量
は
例
年
の

半
分
と
少
な
く
４
７
５
㎥
、
能
登
ヒ
バ

は
４５
㎥
、
ス
ギ
が
３
９
９
㎥
。
価
格
は
、

能
登
ヒ
バ
土
台
用
の
４
ｍ
・
１４
cm
上
が

４
４
０
０
円
／
㎥
高
、
ス
ギ
３
ｍ
・
１４

〜
１８
cm
は
５
０
０
円
／
㎥
高
と
、
品
不

足
も
あ
り
高
め
で
推
移
し
た
。
平
均
単

価
は
、
能
登
ヒ
バ
が
２
４
、７
千
円
／

㎥
、
ス
ギ
は
１
２
、６
千
円
／
㎥
と
な

っ
た
。３
月
の
市
は
７
日
（
木
）
と
２８

日
（
木
）
の
予
定
。

表
紙
写
真
説
明

金
沢
市
で
は
、
倒
木
に
よ
る
電
線
の
断

線
や
集
落
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
県
の
重

要
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺
森
林
整
備
事
業
を

活
用
し
て
林
道
犀
鶴
線
沿
い
の
私
有
林
に

お
い
て
、事
前
伐
採
を
実
施
し
ま
し
た
。

熊
走
町
へ
の
唯
一
の
ア
ク
セ
ス
道
で
あ

る
林
道
犀
鶴
線
沿
い
に
は
、
ス
ギ
等
の
立

木
が
近
接
し
て
お
り
、
過
去
に
は
倒
木
に

よ
る
送
配
電
線
の
断
線
や
林
道
の
通
行
止

め
に
よ
っ
て
町
が
一
時
孤
立
し
た
こ
と
が

あ
り
、
被
害
の
再
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

熊
走
町
で
は
、
令
和
４
年
豪
雨
の
災
害

復
旧
の
た
め
治
山
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
併
せ
て
金
沢
市
が
森
林
所
有
者
の

承
諾
を
得
て
、
北
陸
電
力
送
配
電
株
式
会

社
と
連
携
し
伐
採
し
た
も
の
で
す
。

伐
採
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
加
え
て
高

所
作
業
車
や
重
機
を
使
用
し
、
慎
重
な
作

業
が
必
要
で
し
た
。
地
元
か
ら
は
「
こ
れ

で
安
心
や
、
あ
り
が
と
う
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

県
と
し
て
も
、
様
々
な
側
面
か
ら
市
町

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
引
き
続
き
、
倒
木
被
害

の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

（
県
県
央
農
林
総
合
事
務
所
森
林
部
）

県産素材（㎥当り、円）

樹種 長 さ
ｍ

径 級
㎝

金沢木材共販所
２月１４日市

能登木材総合センター
２月１５日市

高値 平均値 高値 平均値

（
ア
テ
）

能
登
ヒ
バ

３．００ １４～１８
４．００ ９～１３ ※中止
４．００ １４上 ２０，０００ １５，２００
４．００ ２２上 ７２，０００ ３１，８００

５．００～６．００ １４～１８ ３１，０００ ２１，５００

ス

ギ

２．００ １６上
３．００ １４～１８ １２，０００ １０，３００
４．００ ６～１２ １１，０００ ９，２００
４．００ １４～１６ １９，０００ １３，６００
４．００ １８上 ２０，０００ １１，８００
４．００ ２４上 ２０，０００ １５，５００
６．００ １４～１８ １５，０００ １５，０００

マ

ツ

２．００ １８上
３．００～４．００ １８上 ７，５００ ６，８００
３．００～４．００ １６～２２
５．００上 ２２上

５．００～６．００ ２４上

ヒ
ノ
キ

３．００ １４～１８
４．００ ９～１３
４．００ １４上
４．００ ２２上

外材素材（２月中旬、㎥当り）※県森林管理課調べ

樹 種 長さ
m

径級
㎝ 等級 工場着値

円 概 況

北 洋 エ ゾ マ ツ ６．０ ２２～３０ 込 輸入禁止
一般製材用の米マ

ツは、先月と同様に
値動きが無く推移。

北 洋 カ ラ マ ツ ６．０ ２２～３０ 〃 同上

欧 州 ア カ マ ツ ６．０ ２２～３０ 〃 新規輸入困難

米 マ ツ ６．０ ３０ 〃 ４３，９２０
製材品（２月１５日現在、㎥当り）※県森林管理課調べ

品 目 厚
㎝

幅
㎝ 等級 小売価格

円 概 況

スギ柱（乾燥 ／ 県 産） １０．５ １０．５ １等 １１６，１００
ここ１カ月のプ
レカット坪数は
３，５００坪と 増 え、
年度末までの受注
予測も６，４００坪 と
多 い。小 売 価 格
は、スギ柱で下っ
たほか値動きがな
い。

〃 （乾燥／他県産） １０．５ １０．５ 〃 １０９，９００
〃 （グ リ ー ン） １０．５ １０．５ 〃 ９１，９００
〃 （乾 燥） １２．０ １２．０ 〃 １１３，３００
〃 （グ リ ー ン） １２．０ １２．０ 〃 ９１，９００

能登ヒバ柱（グリーン） １２．０ １２．０ 〃 １４４，１００
米ヒバ柱（グリーン） １０．５ １０．５ 〃 １５４，８００
米マツ平角（グリーン） １２．０ １８．０ 〃 １０３，５００
欧州アカマツ平割（乾燥） ４．０ ３．０ 〃 １１８，５００

〇生しいたけ（金沢市場）１月（キロ・円・％）

区 分 本 年 前 年 前年
比

前月
比

総入荷量 １４，７４８２１，２０５ ６９．５ ５１．６

う ち

県内産

入荷量 ３，６００１３，３４６ ２７．０ ２４．１
円 円

価 格 １，８０８ １，３６６ ４４２ ３８２

占有率 ２４．４ ６２．９
本年１月の入荷量は能登半島地震によ

り、前年比６９．５％、県内産も２７％と大幅
に減り占有率は２４．４％。県内産のキロ当
たり価格は前年より４４２円高、前月より
３８２円高となった。

１２（月）
（能登木材センター調べ）

１１１０９８７６５４３２6年
１

５年
１２

令和５年

令和５年

概 況

�

�

能登ヒバ４m、１４cm上
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スギ４m、１８cm上
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令和６年

令和６年
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（㎥当り、円）
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３万

２万

１万

木 材 市 況

○協会へのご意見
ishisan@arrow.ocn.ne.jp

№８２５ （10）

○山林協会
ホームページ

この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。

令和６年３月１０日
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金
沢
市
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府
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丁
目
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九
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番
地

Ｔ
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Ｌ
〇
七
六‐

二
四
〇‐

七
九
五
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石
川
県
森
林
管
理
課
監
修

発

行

所

石
川
県
山
林
協
会

編
集
発
行
人

石
川
の
林
業
代
表
者

こ
の
会
誌
の
購
読
料
は
、
会
員
の

会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

坂
口

浩
一
郎

定
価
一
六
五
円（
税
込
）


